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社会環境工学への導入及び実践化に向けた実験環境改善プロジェクト

熊本大学工学部社会環境工学科 星野裕司 ・椋木俊文 ・佐藤晃

1 .プロジェクト実施の背景と目的

社会環境工学科では，環境から社会システム，力学

からデザインまで幅広い分野の深い知識を習得しなけ

ればならない。習得すべき知識の多様性は社会環境工

学の特徴であり， これらを実践に活かす創造力の育成

が強く要望されている。そこで当学科では，カリキュ

ラムの全体を「コミュニケーションJI環境JI社会J

「力学JI数学 ・計測」の 5分野に分け，相互に連携

させることで学習する知識と実際の現象を結ぶ実感の

形成を促す教育を行っている(図1)。

本カ リキュラムでは 1年次には概論的な座学と 2

つの基礎実験(工学の基礎実験および社会の基礎実験)

によって社会環境工学への導入を行い， 2年次には社

会環境工学特有の基礎力学について習得する。そして

3年次には，応用的な知識の習得とそれらの知識の確

認および実践基礎教育として社会環境工学実験と社会

基盤設計演習を行う(図2)。

本カ リキュラムは 2006年よりスター 卜しており，

この3年間に新カ リキュラムと して導入した新しい科

目が順次ティーチングアワー ドを受賞してきた。特に，

実験科目として受賞した社会環境工学実験の授業改善

のためのアンケー ト結果によれば，座学で理解するこ

とが難しい現象を体験学習できたことが学生に評価さ

れたとしづ声が多かった。導入と しての実験科目から

座学を通じて基礎力学を固め，さらに実験 ・演習
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図1 教育の分野

科目を通じて実践化教育を行うことによ り，本学科が

目指す 21世紀の自然環境と地域社会との共生を図る

ことができる人材育成の流れが構築されつつある。し

たがって，実験科目の環境整備は社会環境工学の実践

化教育の更なる充実化につながり，本学科では本件を

重要プロジェク トして捉えている。

2.プロジェクトの概要

社会環境工学科では，講義における修得知識の深

化・ 実践化を測るために 1年次から 3年次にかけて

「工学の基礎実験J，I社会の基礎実験J，I社会環境工

学実践」を実施している。1年次前期に開講される「工

学の基礎実験」では，同時並行で開講される「工学の

基礎物理」と リンクさせながら物理学の基礎について

実験を通して理解を深めるとともに，レポーティング

技術の習得を図っている。「社会の基礎実験Jでは，社

会環境や地域課題に係わる調査やシミ ュレーションな

どのソフ トを主体と した実験を通し， 課題に対する興

味の具現化， コミュニケーション技術や問題発見能力

を養っている。「社会環境工学実験」では 3年次まで

に学習する社会環境工学のうち，ベースとなる力学科

目を土質や鋼構造といった個々の分野について， 講義

での学習内容の深化 ・実践化を図っている。

しかし，実験系の科目についてこれまで下記のよう

な課題を抱えていた。本プロジェク トの具体的な目標

は，それらの課題を改善することである。

02009年度までの実験の課題

1) 実験設備の老朽化

1)-1学問の進歩により 旧来の実験装置の陳腐化

1)-2社会から要求されている課題，問題を再現不能

1)-3経年劣化による実験精度，再現性の低下

2)実験 ・演習スペースの確保

2)-1実験の履修学生数が多く ，旧来の実験室だけ

での履修が困難

2)-2他の演習科目も含めた効率的なスペースの確

保と運用の必要性
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図2社会環境工学科におけるカリキュラムの流れ
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